
 
 

日曜日・祝日等の小児急病診療体制 

 

河内長野市他２市２町１村が共同で医師の確保を行い、数少ない小児科医（勤務医・開業医）の協力の 

もと、富田林病院で実施。 

 

決算書掲載頁　P147

二次救急医療（入院等を必要とする医療）体制の整備を図る。
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細事業：南河内圏域救急医療事業                                

 

１．南河内圏域救急医療事業 

 

二次救急医療（入院等を必要とする医療）体制の整備を図る。 

９市町村（河内長野市、富田林市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村）

が共同で一次救急医療を補う二次救急医療体制（休日７２日、夜間３６５日）及び準夜（２０時から２３時）初期

救急医療体制（年間３６５日）を実施した。 

 

 

＜平成２４年度 二次救急医療体制整備費補助金交付事業負担金＞ 

市町村名 分担金額（円） 

富田林市 ４，７４５，００２ 

河内長野市 ４，５６３，７０２ 

松原市 ５，０００，８６５ 

羽曳野市 ４，６９５，４４１ 

藤井寺市 ２，６６４，９６７ 

大阪狭山市 ２，３０５，２７６ 

太子町 ５７４，２８５ 

河南町 ６５５，８２５ 

千早赤阪村 ２４３，９０１ 

 

 

＜平成２４年度 準夜初期救急医療事業負担金＞ 

市町村名 分担金額（円） 

富田林市 ３，１９２，０１５ 

河内長野市 ３，０７０，０５２ 

松原市 ３，３６４，１３７ 

羽曳野市 ３，１５８，６７５ 

藤井寺市 １，７９２，７５３ 

大阪狭山市 １，５５０，７８４ 

太子町 ３８６，３２８ 

河南町 ４４１，１８１ 

千早赤阪村 １６４，０７５ 

 

 


